
HIVに関する針刺し事故予防服薬フローチャート

針刺し事故発生

応急処置（曝露部位洗浄）

曝露部位を大量の
流水と石けんで洗
浄する

血液がHIV陰性

対応不要

針刺し事故対応病院へ連絡

予防薬配備病院
薬剤受領・服薬

緊急診療対応病院

薬剤受領・服薬
専門医受診

内服継続の判断

専門医受診
（エイズ治療拠点病院等）

内服継続の判断

予防内服の継続期間は４週間（２８日間）
内服を継続するかどうかは専門医と相談の
上で本人が決定

曝露源の血液がHIV陽性または不明

初 回 内 服

※曝露後の初回内服は
できるだけすみやかに
実施

自施設の医療事故担当者に報告

妊娠の有無の確認


